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3月末現在 前年同月比 

男 6 .244人 △ 134人 

女 6,852人 △ 112人 

計 13,096人 △ 246人 

世帯数 	3,866 

人
ロ
と
世
帯
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寧窮る早日 
臼宙づ《り罵 
総額 
38億246万B千円 

対前年度比2.4％増 

入
 

c

/-flA -

, 0) ffk
nor 001 (0 rh/\ 

町 	 税 

624,463 (16.4%) 

町 	 債 

371,500 (9.8%) 

繰 入 金 
184,940 (4.9%) 

県 支 出 金 
153,608 (4.0%) 

地 方 交 付 税 
2,026,800(53.3%) 

国 庫 支 出 金 
154,926 (4.1%) 

歳
 

平
成
「
犀
度
予
算
概
況
 
ー

予
算
編
成
方
針

ー
 

平
成
三
年
度
の
金
木
町

一
般

会
計
予
算
は
総
額
三
十
八

億
一
一

百
四
十
六
万
八
千

円
と
な
り
、
 

前
年
度
に
比
べ
八
千
九

百
三
十

万
円
の
増
額
で
、

伸
び
率
は
一
一
 

・

四
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
 

歳
入
に
お

い
て
は
、
地
方
交

付
税
が
九

・
六
％
増
と
着
実
な

伸
び
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
基

金

一
部
を
取
り
崩
し
た
結
果
、
 

繰
入
金
が

一
二
二
・
六
％
増
と

大
幅
な
伸
び
を
み
た
が
こ
れ
は

町
単
独
事
業
が

顕
著
に
伸
び
た

こ
と
が
原
因

の
よ
う
だ
。
 

歳
出
面
で
は
、
総
務
費
が

七

九

・
一
％
増
。
 こ
れ
は
芦
野
公

園
整
備
に
係
る
地
域
づ
く
り
推

進
事
業
に

よ
る
と
こ
ろ
が

大
き

い
。
ま
た
衛
生
費
が

四
二
・
三

％
、
教
育
費
が
三
五
・
五
％

の

減
に
な
っ
て
い
る
。
 

今
年
度
に
お
け

る
新
規
事
業

で
は
、
福
祉
安
心
電
話
事
業
百

三
十
二
万
円
が
あ
る
。

こ
れ
は

一
人
暮
ら
し
や
老
人
世
帯
を
主

な
対
象
に
二
十
台
を
設
置

す
る

も
の
で
緊
急

電
話
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
火
災
報
知
器
と
し
て

も
対
応
す
る
も
の
で
、
 
一
人
暮

ら
し
世
帯
な
ど

に
は
心
強
い
味

方
と
な
る
。
そ
の
他
第
三
期
山

村
振
興
対
策
事
業
六
千
九

百
七

十
二
万
円
や
霊
枢
車

の
購
入
、
 

十
二
本
ャ
ス
周
辺
の
歩
道
工
事
、
 

教
育
施
設
充
実

の
た
め
昨
年
度

購
入
し
た
中
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
 

ー
タ
ー
に
対
応
す
る
教
育
用
ソ

フ
ト
の
購
入
、
芦
野
グ
ラ
ン
ド

の
整
備
等
が
あ
る
。
 

継
続
事
業
と
し
て
は
地
域
づ

く
り
推
進
事
業
三
億
九
千
四
百

五
十
万
円
が
あ
る
。
 

現
下
の
地
方
財
政
は
、
累
積

し
た
巨
額
な
借
入
金
残

高
を
抱

え
、
公
債
費
”H（担
が
年
々
増
加

し
て
お
り
極
め

て
厳
し

い
状
況

に
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に

於
い

て
、
歳
入
面
に
お

い
て
は
地
方

債
の
抑
制
に
努
め
公
債
費
負
担

の
軽
減
を
図
り
、
他
方
歳
出
面

で
は
経
費
全
般
に

つ
い
て
徹
底

し
た
節
減
合
理
化
に
努
め
る
と

共
に
生
活
関
連
施
設

の
整
備
及

び
地
域
の
独
創
的
で
個

性
豊
か

な
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
、
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
必
要
な
事
業
量
を

確
保
し
、
 

限
ら
れ
た
財
源

の
有
効
活
用
を

図
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
 

当
町
で

は
、
昭
和
六
十
三
年

度
に
引
き
続
き
平
成
元
年

度
も

多
額

の
黒
字
を
計
上
し
、
財
政
 
 

運
営
上
は
一

応
の
小
康
状
態

と

な
っ
て
い
る
が
各
施
設

の
維
持

管
理
費
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
ゴ
ミ
処
理
施
設
、
川
倉
小

学
校
の
改
築
、

公
園
整
備
等
大

規
模
事
業
も
抱
え
て
お
り
、
基

金
の
と
り
く
ず
し
、
地
方
債
借

入
が
予
想
さ
れ
今
後
も
厳
し

い

財
政
運
営
を

強
い
ら
れ

る
も
の

と
思
わ
れ

る
。
 

こ
の
た
め
、
平
成
三
年
度
予

算
は
経
常
経
費

に
つ
い
て
は
、
 

原
則
と
し

て
前
年
度
当
初
並
と

し
、
経
費
の
節
減
に
努
め
、
投

資
的
経
費
に

つ
い
て
も
年
次
計

画
の
事
業
で

あ
っ
て
も
再
度
見

直
し
を
計
り
、
過
大
な
超
過
負

担
を
生
じ
な
い
よ
う
充
分
考
慮

し
、
編
成
に
あ
た
る
も
の
と
す

る
。
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そ の他 
194,375(5.1%) 

消 	防 	費 
266,655 (7.0%) 

土
知
 
費

殉
 

木

4
0
 

 

育

7
 

費
殉
 

教
3
5
 
0
 

に
J
 

。

J
 
 

農林水産業費 
382,779 (10.1%) 

民
柳
 
生

q
 
0
 

費
殉
 

公 	債 	費 
462,772 (12.2%) 

衛 	生 	費 
475,951 (12.5%) 

総 	務 	費 
919,966 (24.2%) 

水 道 事 業 会 計 

事業収益 	  192,923 

給水収益 	 135,936 

その他の営業収益 	 154 

受取利息及び配当金・・ 21,000 

他会計補助金  	35 ,783 

雑収益 50 

事業費用  	192 ,923 
原水及び浄水費  	21 ,071 
配水及び給水費  	30 ,002 

総係費  	44 ,112 
減価償却費  	34 ,269 

支払利息  	60 ,378 

その他  	3,091 
資本的収入  	1,120 
資本的支出  	74 ,054 

うち企業債償還金 40 ,524 

国民健康保険特別会計 

歳入  	1,010 ,150 
国民健康保険税  	438 ,214 

国庫支出金  	503 ,077 
療養給付費交付金  	29 ,386 
繰入金  	30 ,000 

その他 9,473 

歳出  	1,010 ,150 

保険給付費  	700 ,884 
老人保険拠出金  	238 ,223 
総務費  	54 ,329 

その他  	16 ,714 

老 人 保健特別会 計 

歳入  	744 ,435 
支払基金交付金  	521 ,622 
国庫負担金  	148 ,540 
その他  	74 ,273 

歳出  	744 ,435 
,432  	744 医療諸費 

その他 3 

農業集落排水事業特別会計 

歳入 	  193 

繰入金 	  192 

繰越金 	  1 

歳出 	  193 

公債費 	  193 

3: 金木だよりHmmHHH 	 

総 	 務 費 

地域づくり推進事業 

交通安全対策事業 

394,500 

3,061 

民 	 生 費 

街灯整備事業 

福祉安心電話事業 

2,700 

1,320 

衛 
	

生 
	

費 

一般廃棄物処分場建設事業 	 8,000 

霊園整備事業 	  6 .386 

霊枢車購入 	  2,560 

農 	林 	水 	産 業 	費 

農業基盤整備事業  	105,707 
第三期山村振興対策事業  	69,720 
新農村地域定住促進対策事業 	11,217 
転作推進自動車購入 2 ,000 

商 	 エ 費 

歩道整備事業 1,500 

公園整備事業 1,200 

土 	 木 費 

道路新設改良事業  	106,440 
住宅建設事業  	52,941 

地方道改修事業  	50,004 

道路台帳整備事業 6,000 

住宅改修事業 5,000 

桜づっみモデル事業 3,590 

防雪柵設置事業 3,025 

消 	 防 費 

消防施設整備事業  	13,210 

教 	 育 費 

保健体育施設整備事業 	 17,977 

金木南中学校整備事業 	 14,406 

喜良市小学校整備事業 	 11,500 

金木小学校整備事業 	  8,100 

運動公園整備事業 	  4,863 

公民館整備事業 	  4,075 

嘉瀬小学校整備事業 	  4,260 

	  2,750 川倉小学校整備事業 

主な施策・事業 歳 出 



ト
謝
辞
を
述
べ
る
江
良
義
秋
さ
ん
‘
 

■

国
民

年

金
■
 

●

現
況
届
け
は
忘
れ
ず
に
・

国
民
年
金
（
老
齢
年
金
、
老

齢
基
礎
年
金
、通
算
老
齢
年
金
）
 

や
厚
生
年
金
保
険
等
の
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方
は
毎
年
一
回

誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
『
現
況

届
』
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
 

こ
の
 
『現
況
届
』
は
、
引
き

続
い
て
年
金
を
受
け
ら
れ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
大

事
な
届
で
す
 

届
出
が
な
い
と
、
年
金
が

一

時
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
 

り
ま
す
。
 

現
況
届
の
用
紙
は
、
誕
生
月

の
初
め
ま
で
に
送
ら
れ
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
正
確
に
記
入

し
、
役
場
で
証
明
を
受
げ
、
切

手
を
貼
っ
て
社
会
保
険
庁
へ
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。
 

た
だ
し
、
年
金
を
受
け
て
か

ら

一
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方

や
、
年
金
が
全
額
支
給
停
止
に

な
っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
 

現
況
届
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
 

平
成
ニ
年
度
 

金
木
町
褒
賞
授
与
式
 

1
4団
体

・
個
人
3
4人
 

た
り
金
木
町
の
た
め
に
働
い
て
 
る
金
木
町
褒

賞
を
賜
り
、
身
に

こ
ら
れ
、
あ
り
が
と
う
ご
ぎ
い
 

あ
ま
る
光
栄
で
す
。
 こ
の
受
賞

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
 
を
契

機
と
し
て
今
後
も
微
力
な

の
ご
指
導
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
 
が

ら
町
発
展
の
た
め
尽
力
し
ま

お
願
い
し
ま
す
」
 
と
式
辞
を述
 
す

」
 
と
謝辞
を
述
べ
受
賞
式
を

べ
た
後
、
賞
状
と
記
念
品
の
授
 
終

え
た
。
 

与
を
行
っ
た
。
 

平
成
一
一
年度
受
賞
者
は
次
の

授
与
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
 

と
お
り
。
 

て
江
良
義
秋
さ
ん
が
 
「栄
誉
あ
 

＠
自
治
功
労
褒
賞
 

平
成
二
年
度
の
金
木
町
褒
賞

授
与
式
が
三
月
二
十
五
日
、
役

場
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。
 

今
年
度
の
受
賞
者
は
、
自
治

功
労
褒
賞
が
個
人
十
九
人
、
特

別
功
労
褒
賞
が
十
四
団
体
と
個

人
十
五
人
。
 

式
で
は
始
め
に
田
中
町
長
が
 

「各
分
野
に
お
い
て
多
年
に
わ
 

一
 
褒
賞
規
則
第
三
条
第
五
号
 

（町
職
員
二
十
年
以
上
）
 

福
長
久
男

外
崎
サ
ダ
 

Aフ
 
ミ
エ

田
中
啓
子
 

（
消
防
署職
員
二
十
年
以
上
）
 

今
 
秀
正

古
川
昭
則

前
田
健
治

山
田
精
也

田
中
瑞
穂

近
村
勝
彦

沢
田
弘
道

中
谷
信
次

沢
田
義
信
 

（
金木
病
院
職
員
二
十
年
以
上
）
 
 小

野
勝
雄
 

石
川
双
美
 

青
山
セ
ツ
エ
 

長
利
玲
子
 

野
宮
恵
理
子
 

二
 
褒
賞
規
則
第
三
条
第
六
号
 

（行
政
協
力
委
員
十
五
年
以
上
）
 

今
喜
代
治
 

＠
特
別
功
労
褒
賞
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第

一
号
 

（職
業
訓練
校
講
師
一
一
十年以
上
）
 

気
仙
秀
美
 

（青
少
年
健
全
育
成
に
貢
献
）
 

山
本
 
麿
 

西
村
万
吉
 

斉
藤
忠
志
 

（
ス
ポ
ー
ッ
功
労
）
 

商
工
会
青
年
部
野
球
チ

ー
ム
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第
三
号
 

（
金
木農
協
職
員
二
十
年
以
上
）
 

米
塚
テ
ッ
子
 

竹
内
啓
子
 

（
嘉
瀬農
協
職
員
二
十
年
以
上
）
 

鎌
田
孫
春
 

（
金木
町
商
工
会
役
員
）
津
島
憲
 

（
金木
町
交
通
安
全
協
会
役
員
）
 

米
谷
健
一
一
 

山
崎
惣
三
郎
 

（交
通
安
全
）
金
木
町
交
通
安

全
協
会
川
倉
支
部
婦
人
部
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第
四
号
 

（民
生
児
童
委
員
）
江
良
義
秋
 

（
献血
三
十
回
以
上
）
前
田
晃
 
 

四
 
褒
賞
規
則
第
四
条
第
五
号
 

（消
防
団
員
三
十
年
以
上
）
 

白
川
忠
雄
 

秋
元
憲

一
 

松
川
正
英
 

（組
合
結
成
二
十
六
年
以
上
）
 

金
木
昭
和
町
納
税
貯
蓄
組
合
 

新
生
納
税
貯
蓄
組
合
 

車
町
納
税
貯
蓄
組
合
 

上
派
立
納
税
貯
蓄
組
合
 

北
本
町
納
税
貯
蓄
組
合
 

双
葉
町
納
税
貯
蓄
組
合
 

み
ち
の
く
納
税
貯
蓄
組
合
 

富
士
見
納
税
貯
蓄
組
合
 

共
愛
納
税
貯
蓄
組
合
 

更
生
部
落
納
税
貯
蓄
組
合
 
 

西
岩
見
町
納
税
貯
蓄
組
合
 

0
善
行
褒
賞
 

一
 
褒
賞
規
則
第
五
条
第
二
号
 

（
清掃
奉
仕
）
青
い
鳥
 

*
*
*
**
*
*
*
*
*
*
*
 

金
木
町
褒
賞
規
則
 

（
目的
）
 

第

一
条
 
こ
の
規
則
は
、
本
町

の
政
治
、
経
済
、
文
化
、
社

会
そ
の
他
町
政
振
興
に
寄
与

し
、
ま
た
は
広
く
町
民
の
模

範
と
な
る
個
人
ま
た
は
団
体

を
褒
賞
し
、
も
っ
て
本
町
の

自
治
振
興
と
民
風
の
作
興
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
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自転車の盗難防止に車籍登録しましょう。 

暴力を追い出せ締め出せ町ぐるみ 
カギかけは家族みんなの合言葉 

「カギかけキーぬき運動実施中」 
車に現金や貴重品を置かないようにしましょう 

ドロポーがふえる時期です。 
カギ、かけてお願いします “お隣さん” 

ゆすり、たかり、酔っぱらいの乱暴、いたずらなどには、 
断固とした態度をとりましょう。 

春の防犯運動実施中 4/22~5/21 
春になると、犯罪や事故が多くなってきます。 
地域ぐるみで防犯活動を推進しましょう。 

車上狙いの防止

盗難 の 防 止

暴 力 の 追 放

自転車盗の防止 

~講演する溝江進男氏 

▲熱心に話しをきくお年寄りたち 

町
の
こ
れ
か
らの
農
業
振興
 
健
康
と

交
通
安
全
の
集
い
 

第
2
5回
金
木
町
農
業
大
学
講
座
 

金
木
朝
日
町
 

今
回
で
二
十
五
回
を
数
え
る
 

『金
木
町
農
業
大
学
講
座
』
が

三
月
二
十
九
日
、
役
場
会
議
室

で
開
催
さ
れ
た
。
 

こ
の
講
座
を
受
講
す
る
こ
と

は
、
今
後
の
農
業
経
営
に
対
し

て
何
か
し
ら
の
指
針
と
な
る
も

の
が
多
々
あ
る
こ
と
か
ら
今
回

も
五
十
人
あ
ま
り
の
農
業
者
が

参
加
し
た
。
 

午
前
中
は
、
県
経
済
連
や
さ

い
部
長
の
溝
江
進
男
氏
が
 
「今
 

．ま
ノ
 
‘，
 

寿
ホ
 

曲
辰
 

町
 

木
 

全
 

後
の
金
木
町
革
さ
い
振
興
と
流

通
に
つ
い
て
」
 
と
題
し講
演
。
 

昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後
は
シ
ン

ポ
ジ
ュ
ー
ム
形
式
で
 
「明
日
の

金
木
町
農
業
振
興
を
私
は
こ
う

考
え
る
」
 
と
い
う
テ
ーマ
に
田

中
町
長
、
中
谷
金
木
農
協
組
合

長
、
吉
崎
嘉
瀬
農
協
組
合
長
が

各
々
の
立
場
か
ら
順
次
発
言
、
 

そ
の
後
受
講
者
と
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。
 

金
木
朝
日
町
の
お
年
寄
り
た

ち
が
三
月
二
十
日
新
築
さ
れ
た

朝
日
町
消
防
セ
ン
タ
ー
で
「
健

康
と
交
通
安
全
の
集
い
」
を
開

い
た
。
 

こ
の
催
し
は
お
年
寄
り
た
ち

自
身
が
、
自
分
の
健
康
管
理
と

交
通
弱
者
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ

と
を
理
解
し
よ
う
と
開
い
た
も

の
で
昨
年
に
引
き
続
い
て
今
年

で
二
回
目
。
 

最
初
に
千
田
正
雄
町
内
会
長
 
 が

 
「健
康
が
第
一
、
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う

と
挨
拶
し
た
。
 

役
場
か
ら
は
町
民
課
の
交
通

安
全
担
当
者
と
民
生
課
か
ら
保

健
婦
が
出
席
。
お
年
寄
り
に
事

故
防
止
を
呼
び
掛
け
る
交
通
安

全
の
映
画
を
見
た
後
、
保
健
婦

に
よ
る
 
「老
人
の
健
康
に
つ
い

て
」
 
と
題
した
話
に
は
熱
心
に

聞
き
い
っ
て
い
た
。
 

金木だより川liii liii 	 
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距離女子4年第3位 

第 4 回西北五学童 
スキー選手権大会 

ジャンプ5年第2位 
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距離女子4年第3位 

岡 田 賢 弥
喜良市小学校（現5年） 

鳴 海 友 子
嘉瀬小学校（現6年） 

原 田 綾 子
井陰小学校（現5年） 

泉 谷 和 志 
川倉小学校（現5年） 

其 田 知 志 
川倉小学校（現5年） 

沢 田 幸 ー 
嘉瀬小学校（現6年） 
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ジャンプ4年第2位 

第 4 回西北五学童 
スキー選手権大会 

距離男子4年第 1 位 

泉 谷 圭 吾
川倉小学校（現6年） 

斉 藤 健 太
嘉瀬小学校（現5年） 

中 谷 宗 徳
川倉小学校（現5年） 
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第 4 回西北五学童 
スキ一選手権大会 

ジャンブ4年第3位 

第 4 回西北五学童 
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回転男子4年第3位 

第 4 回西北五学童 
スキー選手権大会 

距離女子5年第3位 
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曳 
資瀬小累校（贋5年き 済倉ノ」、梨校（現5年戸 

白 川 	香 奈 子 
川倉小学校（現6年） 


